                                 ∬　各部の名称　∬
　　◆　フロントパネルの説明　◆　
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（１）　温度計（ＴＥＭＰ　ＭＥＴＥＲ），ヒ－トインジケ－タ－（ＨＥＡＴ）
　　現在のマッフルの温度と、マッフルに通電しているかの表示をします。
　　マッフル通電中、このランプが点灯します。
（２）　ディスプレイ（ＤＩＳＰＬＡＹ）
　　メッセ－ジを表示したり、入力した文字等を表示します。
（３）　電源スイッチ（ＰＷ）
　　このスイッチをＯＮにすると電源が入ります。　続いて約３秒間の待ち時間があり、　　炉内を大気状態に戻します。
　　その後、あらかじめセットされたスタ－ト温度（ＳＴ１）まで炉内温度が上昇し、　　　永久係留状態に入ります。
　　この状態を、ホ－ムポジションと呼んでいます。　　　　　
（４）　マッフルアップスイッチ（ＵＰ）
　　マッフルを上げる為のスイッチで、一度押すことによりマッフルが上昇し、再度押す  　ことにより上昇がストップします。
　　尚、最上点に到達すれば自動的に上昇がストップし、スイッチ上のインジケ－タ－が　　点灯します。
（５）　マッフルダウンスイッチ（ＤＷ）
　　マッフルを下げる為のスイッチで、一度押すことによりマッフルが下降し、再度押す    ことにより下降がストップします。
　　尚、最下点に到達すれば自動的に下降がストップし、スイッチ上のインジゲ－タ－が　　点灯します。
（６）　真空開始スイッチ（ＶＯ）
　　このスイッチを一度押すことにより真空ポンプが回転し、あらかじめセットされた真　　  空値で自動的にストップします。尚、セットした真空値に到達しなくても、再度スイッ     チを押すことにより真空ポンプはストップします。又、設定値未満になりますと自動的     にポンプが 回転し、セットされた真空値を維持します。
　　スイッチ上のインジゲ－タ－は真空開始状態であることを意味します。尚、マッフル　　  が下限の位置（ＢＯＴ）にない限り、真空ポンプは作動しません。
（７）　真空解除スイッチ（ＶＰ）
　　このスイッチを一度押すことにより、マッフル内を真空状態から大気に開放します。　　  再度スイッチを押すことにより、現在表示されている真空値で真空解除はストップさ　　  れます。
　　スイッチ上のインジケ－タ－は、真空開放中である事を意味します。
（８）　クリア－スイッチ（ＣＬ）
　　このスイッチを押すことにより全ての行程が中止され、ホ－ムポジションに戻ります　　  プログラム実行中、急にストップさせたい時、あるいはコマンド入力及びライトを実　　  行させたい時、ライト・チェックスイッチを操作した後、このスイッチを押します　

（９）　ライト・チェックスイッチ（ＷＲ－ＣＨ）
　　プログラム書き込み、確認　及びコマンドモ－ド選択スイッチです。　　　　　　　　　  スイッチを上げ、ＣＬスイッチを押すことにより、プログラムモードになり
　　スイッチを下げ、ＣＬスイッチを押せば、チェック及び、コマンドモ－ドに
　　変わります。
（１０）　キ－プレ－ト（ＫＥＹ　ＰＬＡＴＥ）　
　　　　　キ－プレ－トには、次の様な機能を持つキ－があります。                  
	　　　　・　数値入力用テンキ
	 ０
	 ～
	 ９
	


　　　　・　プログラムタイトルを入力する為のカ－ソル移動用キ－、選択文字反転キ－
	
	 ０
	
	 １
	
	 ５
	
	 ６
	
	 ＳＴＸ
	

	
	 ←
	
	 →
	
	 ←
	
	 →
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　・　プログラム入力時、入力ミスした場合その箇所のみを訂正するクリアエント
　　　　　　リ－キ－
	　　　　・　テンキ－で入力された数値を記憶させる為のエンタ－キ－
	ＥＮＴ
	

	　　　　・　マニュアル２の実行開始及びカ－ソル移動キ－
	 ＳＴＸ
	


　  
· リアパネルの説明　◆
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　（１）　マッフル接続端子
　　　　　マッフルからのコ－ドを接続します。
　（２）　ポンプ接続コンセント
　　　　　真空ポンプのプラグを、このコンセントへ接続します。　
　（３）　サ－ビスコンセント
　　　　　予備のコンセントで、最大２Ａまでの機器が接続できます。
　　　　　本体の電源スイッチのＯＮ／ＯＦＦに関係なく、常にＯＮの状態です。
　

（４）　各種ヒュ－ズ
　　　　　本体コントロ－ラ－用ヒュ－ズ　　　　　　・・・・　３Ａ
　　　　　真空ポンプ用電源ヒュ－ズ　　　　　　　　・・・・１５Ａ
　　　　　マッフル、昇降機、電磁弁用電源ヒュ－ズ　・・・・１５Ａ
　（５）　ア－ス端子
　　　　　本体、昇降機及びマッフルのフレ－ムグランドです。
　　　　　ア－スが必要とされる時は、この端子からア－スを取って下さい。
　（６）　リセットスイッチ
　　　　　本体コンピュ－タ－のリセットスイッチです。
　　　　　リセットを掛ける時は、スイッチの摘まみを引き、上へ倒して下さい。操作後　　　　　  は必ず元の位置まで戻しておいて下さい。
　

（７）　音量ボリュ－ム
　　　　　メロディ－やブザ－の音量を調節するボリュ－ムです。
　　　　　右へ回すと音が大きくなります。
　（８）　昇降機接続端子
　　　　　昇降機からのコ－ドを接続します。
　（９）　デ－タレコ－ダ－接続端子
　　　　　オ－ディオカセットからのジャックを接続します。
（１０）　排気口
　　　　　マッフルを真空状態から大気へ開放する時、この排気口よりマッフルへ空気が　　　　　  入ります。
（１１）　ポンプ接続口
　　　　　真空ポンプからのホ－スをここへ接続します。
（１２）　昇降機接続口
　　　　　昇降機の銅パイプからのホ－スをここへ接続します。
（１３）　プリンター接続端子　（オプション）
　　　　　プリンタケ－ブルを接続します。
（１４）　ＲＳ－２３２Ｃコンピューター接続端子
　　　　　コンピューター接続端子です。ＰＣ－９８０１を接続します。
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       ◆　昇降機、マッフルの説明　◆
　（１）　マッフル天板　及びマッフルコード
　　　　　センサー端子、電源端子の保護カバーです
　　　　　この上に物を載せたり、導電性の物質、水溶液等を入れないようにして下さい。         マッフルコードは捻れがないよう、又、マッフルの上げ下げに支障がないよう　　　　　　正しく接続して下さい。
  （２）　窓
　　　　　炉内を確認するための窓で炉が冷えている時、手で左へ回転させネジをはずせば　　　　　簡単にはずれ窓ガラスの汚れを清掃することが出来ます。
　（３）　マッフルフォーク
　　　　　マッフルを置く為のフォークです。
　　　　　上から置いているだけなので、マッフルを持ち上げるだけでマッフルの交換が　　　　　　容易に行えます。
　（４）　ゴムパッキン
　　　　　マッフルとマッフルベ－スを気密に保つ為のパッキンです。
　（５）　マッフルベ－ス
　　　　　マッフルを密閉する為の蓋で、マッフルベ－スの中心よりマッフル内の空気を　　　　　　抜きます。
　　
　（６）　焼成台
　　　　　焼成物を置く台で、断熱性の良い耐火物でできています。
　　　　　　　　　　§§　接続方法　　§§
　１：　制御部本体と昇降機、マッフルの接続
　　　　制御部本体と昇降機は、制御部の上へ昇降機を置く一体型として使用することも　　　　　本体と昇降機を別々に配置することも出来ます。作業スペースに合わせて使用し　　　　　ます。
　（１）昇降機の接続コネクターを制御部本体の端子に接続します。端子には溝が切って　　　　　あるので、その方向を合わせて下さい。
  （２）昇降機の後ろに出ている銅パイプと、制御部本体の後ろに出ている昇降機接続口　　　　　の銅パイプ同士を付属のビニールホースで接続します。接続両端に付属のホース　　　　　バンドでしっかり止めて下さい。
  （３）マッフルを、昇降機に取り付け、マッフルコードを制御部本体の後ろにあるマッフ　　　　ル接続端子へ差し込みます。端子には溝が切ってあり、確実に接続して下さい。
  （４）真空ポンプのプラグを、制御部本体裏のポンプ接続コンセントへ差し込んで下さ　　　　　い。
  （５）真空ポンプからのビニールホースを制御部本体裏のポンプ接続口へ、差し込んで　　　　　下さい。
  （６）焼成台を、マッフルベースの中央へ正しく置いて下さい。
　（７）制御部本体の電源プラグを、ＡＣ１００Ｖのコンセントへ差し込んで下さい。
　★　電源は出来るだけ、容量の大きいコンセントから供給して下さい。
　　　本機の電力は１００Ｖ、１５Ａ（ＭＡＸ）です。
　　　コンセントは、単独の配線が望ましく
　　　容量の大きい他の機器との併用は、避けて下さい。
　　　　　　　　　　　　　∬　プログラムの入力方法　∬
　　ユーザー使用可能なプログラムメモリーは３００個用意されています。

プログラムはそれぞれ使用する用途によって、３つのブロックに分かれております。

１　０から９９までのグループは、標準メモリーです。

２　１００から１９９のグループは標準メモリーが不足した時、使用する増設のメモリーです。

３　１０００から１０９９　までのメモリーは固定メモリーで、ユーザーサイドでは実行は可能ですが、プログラム書き込みは出来ません

　　したがって、実際プログラム出来るメモリー数は２００個です。１０００から１０９９までのメモリーは、何らかの原因でコンピューターの障害が起き、メモリーの破壊につながった時、すぐ対処できるよう、不揮発のＲＯＭ（リードオンリーメモリーです。）

　

〇　読み書きできる、プログラムは、ＮＯ．０～９９までと１００から１９９までの　　　２００個です。（各６ステップ）
　〇　１００個の内ＮＯ．９０～９９までは、特殊プログラムとして使用します。
　　　（特殊プログラムの項を参照）
　〇　ＮＯ．０のプログラムは、マニュアル１，２と兼用です。
　　　（マニュアル温度設定の項参照）
　〇　終了命令を入れない限り、入力と実行は次のプログラムまで続けて行えます。
　　◆　プログラムモ－ドの呼び出し方法　◆
　１．　電源スイッチを入れて下さい。ＷＲ－ＣＨスイッチが中立の位置にある時は、マ　　　　　ニュアル１からスタ－トします。
　２．　ＷＲ－ＣＨスイッチをＷＲ側に倒し、ＣＬスイッチを押します。この時ＷＲ－Ｃ　　　　　Ｈスイッチが赤色に点燈するのを確認して下さい。
　３．　”＊ＰＲＯＧ．ＮＯヲセットシテクダサイ＊”　のメッセ－ジが表示されます。　　　　　これでプログラムモ－ドに変わりました。
　　◆　プログラム番号の入力　◆
　１．　メッセ－ジ表示後、任意の番号（０～９９）を入力し　ＥＮＴ　キ－を押して下　　　　　さい。
　２．　メロディ－と共にプログラムタイトルの入力へと移ります。
	
	 　例えば５番にプログラムを組みたいのなら
	

	
	 　キ－プレ－トより
	５
	＋
	 ＥＮＴ
	  　と押します。
	

	
	
	


　　◆　プログラムタイトルの書き方　◆
      　　〇　プログラム入力の最初は、タイトルの入力からです。
　　　　　〇　プログラムタイトルは、最大２０文字で構成されています。
      　　　　－以下にタイトルの入力に使うキ－と、機能を示します－
	
	 ０
	
	 １
	 ：選択文字のカ－ソルの左送り、あるいは右送りに使用します。

	
	 ←
	
	 →
	 　押し続けるとリピ－トします。


	
	 ↑
	
	 ↓
	 ：選択文字のカ－ソルを、上下に移動させます。


	
	ＳＴＸ
	 ：選択文字の表示を、英数からカナ文字、又はその逆に反転させま


す
	
	 ５
	
	 ６
	 ：文字レジスタ－のカ－ソルを左送り、右送りさせます。

	
	 ←
	
	 →
	


	
	 ＣＥ
	 ：文字レジスタ－のカ－ソル位置の文字を消します。


	
	 ＥＮＴ
	 ：選択文字を文字レジスタ－に移します。


	  ９
	＋
	 ＥＮＴ
	 ：
	 ９
	に続いて
	 ＥＮＴ
	 を押すと、プログラムタイトルの入


力が終了します。尚、文字レジスタ－が２０文字全て埋められた時には、自動的に終了します。
	
	 ＣＬ
	　スイッチ　：入力の中止に使用します。


　　◆　Ａｇ　メッセ－ジ　◆
　〇　タイトルの最終桁に”Ａｇ”の文字があれば、そのプログラムが終了した時点でガ　　　　ス抜きの為の反転焼成指示メッセ－ジが表示され、ブザ－が鳴ります。
　〇　マッフルをマッフルリングから引き上げ、炉口からガスが抜ける様に置き、空焼成　　　　して下さい。
	
	　　例えばタイトルを″ＯＰＡＱＵＥ″と入力したいなら
	

	
	
	

	
	　　１．０←　１→キーや↑　↓キーで、文字選択カーソルを″Ｏ″の文字へ
	

	
	　　　　移動させ、ＥＮＴキーを押します。すると文字レジスターへ″Ｏ″の
	

	
	　　　　文字が入力されます。
	

	
	
	

	
	　　２．同様に″Ｐ″～″Ｅ″までを、文字レジスターへ入力します。
	

	
	
	

	
	　　３．″ＯＰＢＱＵＥ″と、″Ａ″と″Ｂ″を間違えた場合、５，６キー
	

	
	　　　　で文字レジスターのカーソルを″Ｂ″に移動させます。次に０，１
	

	
	　　　　↑　↓キーで文字選択カーソルを″Ａ″に移動させ、ＥＮＴキーを
	

	
	　　　　押します。
	

	
	
	

	
	　　４．″ＯＰＥＱＵＥＥ″と入力してしまった場合、５，６キーで余分な
	

	
	　　　　″Ｅ″までカーソルを移動させ、ＣＥキーを押して下さい。″Ｅ″
	

	
	　　　　の文字は消されます。
	

	
	
	

	
	　　５．入力終了は９を押し、続いてＥＮＴキーを押します。
	

	
	
	


　　★　ワンポイントアドバイス　★
　　　プログラムタイトル入力時、メインメモリー内だけのプログラムの、プログラムタ　　　　イトルのみをコピーすることが出来ます。例えば５番のタイトルを呼び出したい時　　　　は文字レジスターに次の文字を入力して、９＋ＥＮＴ　と押して下さい。
　　　　　″０５　　（目的の数字２桁）
　　　共用出来るタイトルがある場合、入力が簡単です。
　　　　　　　　　　　　　＝　タイトル入力画面　＝
	
	  　   *ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾄﾙｦ INPUT*  .B;HIGH RATE ･  AG
	

	
	
	

	
	 　      !"#$%&'()*+,-./0123456789:;<=>?@ABCDEFG
	

	
	   　   HIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]^_`abcdefghijklmno
	


　　　　　　　　　　　　選択文字　　ＳＴＸ　で反転　　　　　　Ａｇメッセージ
　　　　選択文字のカーソル　　　　　　　　　　　　　　　文字レジスター
　　　　
　　　０←　１→　↑　↓　で移動
　　　　　ＥＮＴで文字レジスターへ送る　　　文字レジスターのカーソル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，６で移動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＥで抹消
　　　　　　入力中止はＣＬキー
　　◆　各パラメ－タ－、命令の入力　◆
　〇　タイトルの入力を終えると、ここからがプログラムの入力です。　　　　　　　　

（　第１ステップから）
　〇　キ－プレ－トにより、任意の値を入力します。
　〇　コ－ルバックインプット方式である為、既に入力されている内容が呼び出され、　　　　　その内容を変更したい場合のみ置数＋　ＥＮＴ　を押す事で、以前の内容が変更さ　　　　れます。
　〇　変更の必要のない場合、　ＥＮＴ　キ－のみで送ります。
　〇　既に入力が終わった項目を遡って変更したい場合　↓　キ－を押し、バックさせ　　　　　ます。
　１．　前乾燥時間の入力　（最上点～最下点までマッフルが下降する時間）
　①　・　”＊ＤＲＹＴＩＭＥヲセットシテクダサイ＊”のメッセ－ジで乾燥時間を入力　　　　　します。
　②　・　入力する数値は、０～３０（分）の範囲です。
　③　・　　ＥＮＴ　を押す前の訂正は　ＣＥ　キ－、又は新たに２桁の数値を入力して　　　　　下さい。
　④　・　変更のない場合は　ＥＮＴ　を押して次の項目まで進めて下さい。
　　　★注　特殊プログラム（ＮＯ．９０～９９）に於ける前乾燥時間は機能が違います　　　　　　特殊プログラムの項を参照して下さい。
	
	 　　例えば前乾燥時間を５分としたいのなら
	

	
	 　　キ－プレ－トより　　　ＣＥ　＋　５　＋　ＥＮＴ　と押します。
	

	
	
	

	
	 　　５分間でマッフルが、最上点から最下点へ降りて来ます。
	


　　２．　設定温度の入力
　　①　・　″＊　オンドヲセットシテクダサイ＊″のメッセージで、設定温度を入力し　　　　　　　ます。
　　②　・　入力する数値は、０～１１９９℃の範囲です。
　　③　・　ＥＮＴを押す前の訂正はＣＥキー、又は新たに４桁の数値を入力して下さい。
　　④　・　変更の無い場合はＥＮＴキーを押して、次の項目まで進めて下さい。
	
	 　　　例えば６９５℃に設定したいのであれば、
	

	
	 　　　キープレートより　ＣＥ＋６＋９＋５＋ＥＮＴ　と押します。
	


　　３．　上昇率（ＲＡＴＥ）の入力（１分間に上昇する温度）
　　①　・　″＊　ＲＡＴＥ　ヲセットシテクダサイ＊″のメッセージで上昇率を入力し　　　　　　　ます。
　　②　・　入力する数値は、０～２００℃／分の範囲です。
　　③　・　ＥＮＴを押す前の訂正はＣＥキー、又は新たに３桁の数値を入力して下さい。
　　④　・　変更の無い場合はＥＮＴを押して次の項目まで進めて下さい。
	
	　　例えば１分間に４５℃上昇させたいのであれば、
	

	
	　　キープレートより　ＣＥ＋４＋５＋ＥＮＴ　と押します。
	


　　４．　命令の入力
　　①　・　″＊　メイレイヲセットシテクダサイ　＊″のメッセージで命令を入力しま　　　　　　す。
　　②　・　設定温度に達したとき、真空及び係留タイマー等を作動させたい場合、その　　　　　　命令を入力します。
　　③　・　命令番号を入力すると、メッセージの横に命令が表示されます。間違いなけ　　　　　　ればＥＮＴキーを押します。
　　④　・　もし間違いがあればＣＥキーを押しますが、今まで入力された命令総てが消　　　　　　されますので、最初から入力をやり直して下さい。
　　⑤　・　既に入力されているプログラムに命令を追加する場合、既存する命令は消さ　　　　　　れますので、既存命令と追加命令を新たに入力して下さい。
　　⑥　・　変更のない場合は　ＥＮＴ　を押して次の項目まで進めて下さい。
　　⑦　・　命令は次の８種類です。
　　　　０１：　　Ｈ　；係留
　　　　０２：　ＶＯ　；真空開始
　　　　０３：　ＶＰ　；真空解除
　　　　０４：　ＣＲ１；実行終了、及び除冷
　　　　０５：　ＣＲ２；２度焼用マッフルＵＰ命令（熱処理プログラムに使用します）。　　　　０６：　ＤＲ１；乾燥命令、マッフルの降下時間を設定します。　
　　　　０７：　ＤＲ２；マッフルをある高さにセットして、乾燥するＰＯＩＮＴ的に乾燥する命令です。
　　　　０８：　ＡＧ　；マッフルをクリーニングさせる命令です。（オプションの昇降　　　　　　　　　　　　　機の時有効その他はブザーでの報知）
　　⑧　・　命令の組み合わせは次の通りです。
　　　　　１．　Ｈ　：係留
　　　　　２．ＶＯ　：真空開始
　　　　　３．ＶＰ　：真空解除
　　　　　４．ＣＲ１：実行終了（マッフルＵＰ）
　　　　　５．ＣＲ２：マッフルを焼成台から少し上がった所で停止させます。　　　　　　　　　６．ＤＲ１：乾燥プログラムです。マッフル着地点までの時間を設定します。　　　　　７．ＤＲ２：ポイント乾燥プログラムです。上からストップ点までの、間欠回　　　　　　　　　　　数を設定します。
　　　　　８．　Ｈ＋ＶＯ：真空状態で係留
　　　　　９．　Ｈ＋ＶＰ：真空を解除して係留（大気係留）
　　　　　８．　Ｈ＋ＣＲ：係留後終了（マッフルＵＰ）
　　　　１０．ＶＰ＋ＣＲ：真空を解除して終了（マッフルＵＰ）＊この場合ＶＰ命令は　　　　　　　　　　　　　無くても差し支えありません。
　　　　１１．ＣＲ２：　マッフルを中間点迄上昇させ、この位置で終了し、次のプロ　　　　　　　　　　　　　　グラムへ移行します。
　　　　１２．Ｈ＋ＶＯ＋ＶＰ：　　　真空状態で係留し、係留終了後真空を解除します。
　　　　１３．Ｈ＋ＶＯ＋ＶＰ＋ＣＲ：真空状態で係留し、係留終了後真空を解除し、実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行を終了します。＊この場合ＶＰ命令は無くても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差し支えありません。
　　⑨　第１ステップにＨ命令＋ＤＲ２命令を組むと、マッフルは、最上点からＤＲ２　　　　　　で指定された回数間欠的にマッフルが下降しその位置でストップします。更に　　　　　　設定温度に達するのを待ち、設定温度に達した後その位置で係留を行い、係留　　　　　　終了後、一気に最下点まで降下します。
　　⑩　プログラムステップ中にＣＲ命令が無ければ、プログラムを越えて連続して実　　　　　　行できます。
　　⑪・命令入力の終了は　ＥＮＴ　キ－のみを再度押します。
　　⑫　命令の入力が終了すれば、その命令に応じて各パラメ－タ－を入力します。
	
	 　例えば設定温度に達したとき、１分間係留するのであれば、
	

	
	 　キープレートより　　ＣＥ＋０＋１＋ＥＮＴ＋ＥＮＴ　と押します。
	

	
	 　この後、係留タイマー値の入力モードがあります。
	


	 　例えば設定温度に達したとき、真空を開始し、一分間の係留の後、仕事
	

	 　を終了させて、マッフルを上昇させるのであれば、
	

	 　キープレートより　　ＣＥ＋０＋１＋ＥＮＴ＋０＋２＋ＥＮＴ＋０＋４
	

	 　　　　　　　　　　　＋ＥＮＴ＋ＥＮＴ　と押します。
	

	 　この後、係留タイマー値と真空値の入力モードがあります。
	


　　０１　Ｈ命令　（係留命令）のパラメーター入力
　　　１．″＊　タイマーチヲセットシテクダサイ　″のメッセージと、カーソルが　　　　タイマー値入力の項で点滅しています。
　　　２．入力出来る数値は，０～９９秒，０～９９分です。
　　　３．分単位の入力をする場合、単にテンキーより２桁の数値を入力して、ＥＮＴキ　　　　　　ーを押して下さい。
　　　４．秒単位の入力をする場合は、３桁の数値を入力します。頭の１桁は、単に秒を　　　　　　指示する為に使用するだけで、タイマー値には関係ありません。
　　　　　単位の表示が″ＳＥＣ″に変わります。変更が無ければＥＮＴキーを押して下　　　　　　さい。
　　　５．訂正はＣＥキーで行います。単位は″ＭＩＮ″に戻ります。
	  　　例えば４５分を入力するのであれば、
	

	  　　キープレートより　ＣＥ＋４＋５＋ＥＮＴ　と押します。
	


	 　　例えば９３秒を入力するのであれば、
	

	 　　キープレートより　ＣＥ＋１＋９＋３＋ＥＮＴ　と押します。
	


　　０２　ＶＯ命令　（真空開始命令）のパラメーター入力
　　　１．″＊　シンクウチヲセットシテクダサイ　＊″のメッセージと、カーソルが真　　　　　空値入力の項で点滅しています。
　　　２．入力出来る数値は、０～７６ｃｍ／ＨＧ　です。
　　　３．テンキーより任意の数値を入力して、ＥＮＴキーを押して下さい。
　　　４．訂正はＣＥキー、又は新たに２桁の数値を入力して下さい。
　　　　例えば７１ｃｍ／ＨＧ　と入力するならば、
　　　　キープレートより　ＣＥ＋７＋１＋ＥＮＴ　と押します。
　　０４　ＣＲ１命令　（実行終了命令）のパラメーター入力
　　　１．″＊　ジョレイチヲセットシテクダサイ　＊　″のメッセージが表示されます。　　　２．徐冷とは最終焼成が終了し、マッフルが上昇する際、熱膨張のコントロールに　　　　　　使用します。
　　　３．徐冷はマッフルを中間スイッチの位置まで素早く上昇させ、その位置で
　　　　　ＤＥＬＡＹ　（Ｓｔｏｐ　ＭＩＮ）に表示されている数値の時間（分）停止し、　　　　　焼成物を徐々に冷却する動作です。
　　　４．テンキーより数値を入力しますが、数値は右から左へ押し出されるような形に　　　　　　なります。
　　　５．徐冷の必要がない場合は、ＣＥ＋ＥＮＴ　　又は０＋０＋ＥＮＴと入力します。　　　６．ＤＥＬＡＹ　を，１　と入力すると、中間点でマッフルが１分間とまり
　　　　　その後最上点まで一気に上昇します。
　　　７．ＤＥＬＡＹ　を，０　と入力すると，マッフルは最上点まで一気に上昇します。
	
	 　　　例えば中間点でマッフルを１分間止めた後、最上点まで上昇させるには、
	

	
	 　　　ＤＥＬＡＹを　１　とします。
	

	
	 　　　キープレートより　０＋１＋ＥＮＴ　と押します。
	


	
	 　　　例えば中間点でマッフルを２分間止めた後、最上点まで上昇させるには、
	

	
	 　　　ＤＥＬＡＹを　２　とします。
	

	
	 　　　キープレートより　０＋２＋ＥＮＴ　と押します。
	


　　５．　確認
　　　　①　今まで入力された総てのパラメーターを表示し、このステップが正しく入力　　　　　　　されたか否かを、オペレーターに再確認してもらう操作です。　
　　　　②　総てＯＫであれば、ＥＮＴ　キーで次のステップへ進みます。
　　　　③　訂正箇所があれば↓キーで目的の項目まで溯り、その項目を修正した後、
　　　　　　ＥＮＴキーで再度確認の項まで戻し、ＥＮＴキーで終了します。
　　　　④　これで第一ステップの入力は終了です。次に第２，第３ステップと移行しま　　　　　　　すが、入力方法は今までと同様です。
　　６．プログラムライトの終了
　　　①　　今までの要領で第１ステップ、第２ステップ、第３ステップ、と順に書き込　　　　　　　み、プログラムライトを終了させます。
　　　②　　↓　キーにより、ステップを越えて訂正することが出来ます。
　　　③　　１つのプログラムを書き終えると、再びプログラム番号の入力待ち状態にな　　　　　　　ります。（ＣＲ１命令が書かれてなかった場合は、自動的に次のプログラム　　　　　　　のプログラムタイトルの入力待ち状態になります。）
　　・④　　１つのプログラムを書き終えるまで今まで入力された数値は、メモリーに格納　　　　　　されません。従って途中でＣＬスイッチが押された場合、メモリーには以前の　　　　　　データーが残ります。
　　　⑤　　プログラムライトモードの終了は、ＷＲ－ＣＨスイッチを中立の位置に戻し、　　　　　　ＣＬスイッチを押します。
　　　　　　　　　　　　　　　　実際のプログラム例
　　　プログラムをする時、まず各ステップの設定温度を決定します。そして
　　　この設定温度に到達した時、係留や真空ポンプの作動を考えます。
　　　それでは以下のグラフの様な焼成スケジュールを実際にプログラムします。

　　　　　　　　　　　　　　[image: image4.png]DISPLAY
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     920ﾟ
     900ﾟ
                                                          TIM         徐冷
                                      60ﾟ/MIN                    1MIN
                                                              CR
                  DRY TIME=5MIN                                     AIR
     650ﾟ                                           VP
                                       VACUUMON
      ST1  40ﾟC/MIN
                第１ステップ          第２ステップ     第３ステップ
　　　　　　　　　　　　　　　　プログラムする内容
　　　　　第１ステップ：
　　　　　前乾燥－５分　設定温度－６５０°Ｃ　上昇率－４０°Ｃ／分
　　　　　　　　　　　　真空開始命令－７１ｃｍ／ＨＧ
　　　　　第２ステップ：
　　　　　　　　　　　　設定温度－９００°Ｃ　上昇率－６０°Ｃ／分
　　　　　　　　　　　　真空解除命令
　　　　　第３ステップ：
　　　　　　　　　　　　設定温度－９２０°Ｃ　上昇率－６０°Ｃ／分
　　　　　　　　　　　　係留命令－１分　終了命令－徐冷無し
　　　以上のプログラムを１０番のメモリーにタイトル名　″テスト″で入力します。
　　　◎電源を入れ、ＷＲ－ＣＨスイッチをＷＲ側に倒し、ＣＬスイッチを押します。　　　　　（スイッチの先が赤に点灯します。）
	
	  *PROG.NOｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*PROG.NO    STEP-
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　　◎　１＋０＋ＥＮＴ　と押します。
	
	      *ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾄﾙｦ INPUT*
	

	
	
	

	
	     !"#$%&'()*+,-./0123456789:;<=>?@ABCDEFG
	

	
	  HIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]^_`abcdefghijklmno
	


　　　◎　ＳＴＸ　と押します。
	
	    *ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀｲﾄﾙｦ INPUT*
	

	
	
	

	
	   pqrstuvwxyz{|}→←ﾛヽ･ｦｧｨｩｪｫｬｭｮｯ-ｱｲｳｴｵｶｷ
	

	
	  ｸｹｺｻｼｽｾｿﾀﾁﾂﾃﾄﾅﾆﾇﾈﾉﾊﾋﾌﾍﾎﾏﾐﾑﾒﾓﾔﾕﾖﾗﾘﾙﾚﾛﾜﾝﾞﾟ
	


　　　◎　↓を押し１のキーで″テ″までカーソルを移動させます。
　　　◎　ＥＮＴを押します。（″テ″が文字レジスターに入力されます。）
　　　◎　０のキーで″ス″までカーソルを移動させます。
　　　◎　ＥＮＴを押します。（″ス″が文字レジスターに入力されます。）
　　　◎　１のキーで″ト″までカーソルを移動させます。
　　　◎　ＥＮＴを押します。（″ト″が文字レジスターに入力されます。）
　　　◎　９＋ＥＮＴと押します。（次の項目へ移ります。）
	
	       *DRYTIMEｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*ﾃｽﾄ
	

	
	       STEP- 1 DRY  ■-MIN  SET.TM    0ﾟC RATE
	

	
	
	


　　　◎　０＋５＋ＥＮＴと押します。（前乾燥時間の入力）
	
	       *  ｵﾝﾄﾞ ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*ﾃｽﾄ
	

	
	    STEP- 1 DRY 05-MIN  SET.TM    ■ﾟC RATE
	

	
	
	

	
	
	


　　　◎　ＣＥ＋６＋５＋０＋ＥＮＴと押します。（設定温度の入力）
	
	     * RATE  ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*ﾃｽﾄ
	

	
	   STEP- 1 DRY 05-MIN  SET.TM  650ﾟC RATE ■
	

	
	
	

	
	
	


　　　◎　ＣＥ＋４＋０＋ＥＮＴと押します。（上昇率の入力）
	
	    * ﾒｲﾚｲ ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ *
	

	
	    HOLD=1 VON =2 VP=3  CR-RE1=4  CR-RE2=5
	

	
	    DRY1=6 DRY2=7 AG=8     ｼｮﾘｼｭｳﾘｮｳ=ENT.K
	

	
	
	


　　　◎　ＣＥ＋０＋２＋ＥＮＴ＋ＥＮＴと押します。（真空開始命令の入力）
	
	     * ｼﾝｸｳﾁ ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*ﾃｽﾄ
	

	
	  STEP- 1 DRY 05-MIN  SET.TM  650ﾟC RATE40
	

	
	     INST-    VO
	

	
	     VACUUM  ■CM/HG
	


　　　◎　ＣＥ＋７＋１＋ＥＮＴと押します。（真空値の入力）
	
	  PROG.NO. 10 **RUN** **OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	    STEP- 1 DRY 05-MIN  SET.TM  650ﾟC RATE40
	

	
	    INST-    VO
	

	
	    VACUUM 71CM/HG
	


　　　◎　ＥＮＴを押します。（第２ステップへ移行）
	
	      *  ｵﾝﾄﾞ ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*ﾃｽﾄ
	

	
	      STEP- 2          SET.TM    ■ﾟC RATE
	

	
	
	

	
	
	


　　　◎　以下同様に、ＣＥ＋９＋０＋０＋ＥＮＴと押します。（設定温度の入力）
　　　◎　ＣＥ＋６＋０＋ＥＮＴと押します。（上昇率の入力）
　　　◎　ＣＥ＋０＋３＋ＥＮＴ＋ＥＮＴと押します。（真空解除命令の入力）
　　　◎　ＥＮＴを押します。（確認後第３ステップヘ移行）
　　　◎　ＣＥ＋９＋２＋０＋ＥＮＴと押します。（設定温度の入力）
　　　◎　ＣＥ＋６＋０＋ＥＮＴと押します。（上昇率の入力）
　　　◎　ＣＥ＋０＋１＋ＥＮＴ＋０＋４＋ＥＮＴ＋ＥＮＴと押します。（係留
　　　　　命令と終了命令の入力）
	
	     * ﾀｲﾏｰﾁ ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ*ﾃｽﾄ
	

	
	     STEP- 3             SET.TM  920ﾟC RATE60
	

	
	     INST-  H       CR     HOLD-TIM   ■ MIN
	

	
	                           DELAY  　　 　MIN
	


　　　◎　ＣＥ＋１＋ＥＮＴと押します。（タイマー値の入力）
	
	                         *ｼﾞｮﾚｲﾁｦ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ *
	

	
	
	

	
	
	

	
	                          DELAY
	


　　　◎　ＣＥ＋ＥＮＴと押します。（徐冷値の入力）
　　　◎　ＥＮＴを押します。（確認後１０番メモリーに書き込み終了）
　　　◎　ＷＲ－ＣＨスイッチを中立にして、ＣＬスイッチを押して下さい。
　　　以上が一連の入力方法です。
　　　◆　固定プログラムの呼び出し　◆
　　　　○　コマンドの解説　ＲＭの項を参照して下さい。
　　　　○　呼び出した固定プログラムを修正して実行する事が出来ます。
　　　◆　カセットテープからの入力　◆
　　　　○　コマンドの解説　ＣＬＯＡＤの項を参照して下さい。
　　　　　　　　《　メモリー内容のダイレクトチェックの方法　》
　　　○　プログラムの検索には、以下に示す２つの方法があります。
　　　○　どちらの検索モードも、終了はＷＲ－ＣＨスイッチを中立に戻し、ＣＬスイッ　　　　　　チを押して下さい。
　　　◆　プログラムタイトルのみを検索する方法　◆
　　１．　ＷＲ－ＣＨスイッチをＣＨ側に倒します。
　　２．　↑キー及び↓キーを押せば、プログラム番号とプログラムタイトルが表示され　　　　　　ます。
　　　　　↑キーは１から大きい番号へ、又↓キーは９９から小さい番号へスクロールし　　　　　　ます。キーを押し続けるとリピート（連続動作）します。
　　３．　このチェック方法は、ＷＲ－ＣＨスイッチ上のランプが、消灯している状態で　　　　　　ないと動作しません。誤ってスイッチ上のランプが緑色に点灯していれば、　　　　　　　ＷＲ－ＣＨスイッチをもう一度中立の位置に戻し、ＣＬスイッチを押してから、　　　　　再度ＣＨ側に倒して下さい。
	
	      PROG.NO.09  **RUN**
	

	
	      PROG.NO.10  **RUN**ﾃｽﾄ
	

	
	      PROG.NO.11  **RUN**
	

	
	      PROG.NO.12  **RUN**
	


　　　◆　プログラムタイトル及び内容を検索する方法　◆
　　１．　ＷＲ－ＣＨスイッチをＷＲ側に倒します。
　　２．　↑キー及び↓キーを押せば、プログラム番号と、プログラムタイトル及び内容　　　　　　が表示されます。
　　　　　↑キーは１から大きい番号へ、又↓キーは９９から小さい番号へ表示が変わり　　　　　　ます。キーを押し続けるとリピートします。
　　　　　６ＳＴＥＰの内、３ＳＴＥＰずつ表示します。
　　３．　ＷＲ－ＣＨスイッチ上のランプが赤色に点灯しているプログラムモード（プロ　　　　　グラム番号入力待ち状態）の時も、この機能は有効です。
　　　　この状態で検索し、目的のプログラム番号と、ＥＮＴキーを押しますと、プロ　　　　　　グラムタイトルの入力状態になり、続けてプログラムの修正が行えます。
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	     PROG.NO.10  **RUN** ﾃｽﾄ
	

	
	     1:D05 0650 40   O             VC71
	

	
	     2:    0900 60     P
	

	
	     3:    0920 60 H     C   TMM01      DE00
	

	
	
	


　　　＊　表示の内容について　＊
　　　ステップの表示　　　設定温度　命令　　　　係留時間　　　徐冷値
　　　　　　　　　　　前乾燥時間　上昇率　　　　　　　　　真空値
　　　　命令　係留（Ｈ）　　　　　　　　係留時間　ＴＭＭ：単位（分）
　　　　　　　真空開始（ＶＣ）　　　　　　　　　　ＴＭＳ：単位（秒）
　　　　　　　真空解除（ＶＰ）
　　　　　　　実行終了（ＣＲ１）　　　　　徐冷値　ＤＥ××　
　　　　　　　熱処理　（ＣＲ２）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　乾燥　　（Ｄ１）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　定位値乾燥（Ｄ２）
　　　○　タイトルのみを検索中、ＷＲ－ＣＨスイッチをＷＲに倒し、↑　↓　キーを押　　　　　すと、先ほどの続きの番号が検索出来ます。又この逆の操作も同様なことが出　　　　　来ます。
　　　　　　　　　　　《　プログラムの実行　》
　　○　プログラムの実行方法を以下に示します。
　　　◆　キー入力によるプログラムの実行　◆
　　１．本体メモリーには、焼成プログラムが入力されていなければなりません。
　　２．実行開始は、ＳＴ１（ホームポジション）の状態からです。
　　３．目的のプログラムを検索します。
　　４．プログラム番号に続いてＥＮＴキーを押しますと、プログラムが実行されます。　　　５．プログラム番号のみを入力した状態で約５秒放置しておくとＳＴ１の状態へ戻　　　　　　ります。
　　６．実行終了後は、ＳＴ１の状態へ戻ります。
　　○　プログラム実行中　↑キーを押しますと、現在実行されているステップを飛び越　　　　　し、次のステップへ移行します。
　　○　途中でプログラムの実行を中止したい場合、ＣＬスイッチを押して下さい。
                       　　《　マニュアル温度の設定方法　》
　　○　本機には焼成開始アイドリング温度の設定用と、ためし焼き等に使用するワンポ　　　　　イント焼成用の、２種類のマニュアル温度（ＳＴ１，ＳＴ２）を設定することが　　　　　出来、しかも自由に設定変更が出来ます。
　１．　ＳＴ１　（マニュアル１）
　　　　主にＳＴ１は、焼成を開始する温度に設定しておきます。この時、炉内温度はＳ　　　　　Ｔ１の設定温度まで上昇し、その後この温度で係留します。（この状態をホーム　　　　　ポジションと呼びます。）
　　　　プログラム焼成が終了すれば、自動的にこのマニュアル状態に戻り、設定温度で　　　　　係留します。
　２．　ＳＴ２　（マニュアル２）
　　　　主にＳＴ２はためし焼きや、マニュアルのグレーズ焼成、あるいは再焼成等に使　　　　　用します。
　　　　ＳＴ２は、設定温度まで温度が上昇し、一致すれば自動的にマッフルが上昇し焼　　　　　成が終了します。
　　　　その後ＳＴ１（ホームポジジョン）に戻ります。
　　○　マニュアル温度の設定方法には、以下に示す２つの方法があります。
　　◆　プログラムライトモードでの設定　◆
　　１．本機を書き込みモードにして、プログラム番号０を指定して下さい。
　　　　プログラム番号０の第１ステップがＳＴ１に、第２ステップがＳＴ２に割り当て　　　　　られます。
　　２．最初、タイトルの入力モードになりますが、これは０番を焼成プログラムとして　　　　　使用する場合のタイトルになります。
　　　　入力方法は、通常のタイトルの入力方法と同様です。
　　３．前乾燥の入力　　　　　＝　０番をプログラムとして使用するとき必要なパラメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーターです。
　　４．設定温度の入力　　　　＝　マニュアル１の設定温度になります。
　　５．上昇率の入力　　　　　＝　室温から設定温度までの上昇率を入力します。
　　６．命令の入力　　　　　　＝　マニュアル操作で真空ポンプを作動させたいときは、　　　　　　　　　　　　　　　　　ＶＯ命令が必要です。従ってマニュアル１では、Ｖ　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏのみを入力しておいて下さい。
　　７．真空値の設定　　　　　＝　真空値を設定して下さい。（真空値０の場合、ポン　　　　　　　　　　　　　　　　　　プは働きません）
　　８．第２ステップへ進みます。
　　９．設定温度の入力　　　　＝　マニュアル２の設定温度になります。
　１０．上昇率の入力　　　　　＝　ＳＴ１からＳＴ２設定温度までの上昇率を入力しま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。
　１１．命令の入力　　　　　　＝　（Ｈ），（ＶＯ），（ＣＲ）を入力して下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＶＯは真空焼成したい場合に入力して下さい。）
　１２．係留タイマー値の入力　＝　必要に応じ入力して下さい。
　１３．ＶＯ命令を入力した場合、真空値も入力して下さい。
　１４．徐冷値の入力　　　　　＝　必要に応じ入力して下さい。
　１５．パラメーター確認後、入力を終えて下さい。
　　　　これでＳＴ１，ＳＴ２の設定は終わりました。
　　　◆　直接設定　◆
　　１．ＳＴ１　（マニュアル１）
　　　　ＳＴ１実行中に
↑　↓キーを使って、ダイレクトに設定温度を上下させること　　　　が出来ます。　
　　２．ＳＴ２　（マニュアル２）
　　　　ＳＴ２実行中、ＳＴＸキーを押す毎にカーソルが各項目に移動し、その位置で　　　　　　↑　↓キーを使って数値が変えられます。
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　　　直接変えることの出来る項目は、命令と徐冷値を除く総てです。
　　　係留タイマーの単位は、↑キーでは秒のみ、↑キーでは数値が０に戻る毎に、分，　　　　秒が交互に変わります。
　　　なお、係留タイマーが働くと直接設定は出来なくなります。
　　　　　　　　　　　　　　　《　マニュアルの実行　》
　　１．ＳＴ１（マニュアル１）
　　　　ＳＴ１は電源をＯＮすれば自動的に実行されます。
　　　
　　２．ＳＴ２（マニュアル２）
　　　　ＳＴ１の状態で、ＳＴＸキーを押すことにより実行します。
　　　
　　　　設定温度になれば係留が始まり、終了すれば自動的にマッフルが上昇します。
　　　　尚、徐冷の指示があれば、徐冷動作の後マッフルが上昇します。
　　　　ＳＴ２終了後は、ＳＴ１に戻ります。
　　　　ＳＴ２実行中、ＳＴ１へ戻すにはＣＬスイッチを押して下さい。
　　○　マニュアル操作で、マッフルを最上点から最下点へ下降させるには、ＤＷスイッ　　　　　チを押して下さい。再度押しますと停止します。
　　　　最下点に達すれば自動的に停止し、ＢＯＴのランプが点灯します。
　　○　マニュアル操作で、マッフルを最下点から最上点へ上昇させるには、ＵＰスイッ　　　　　チを押して下さい。再度押しますと停止します。
　　　　※　この時、以前にＶＯスイッチが押されていれば、マッフルは上昇しません。　　　　　　この場合、ＶＰスイッチを押し、真空解除をしてからＵＰスイッチを押して　　　　　　下さい。
　　○　マニュアル操作で、真空を開始するには、マッフルが最下点に達していなければ　　　　　なりません。真空命令と真空値も入力されていなければなりません。
　　　　ＶＯスイッチを押して下さい。再度押しますと、現在の真空値を保ったままポン　　　　　プが停止します。
　　○　マニュアル操作で、真空を解除するには、ＶＰスイッチを押して下さい。
　　　　約１５秒の開放時間があります。真空解除中、ＶＯスイッチは働きません
　　　　真空を開始した後、マッフルを上昇させるには、この操作が必要です。開放終了　　　　　後、マッフルの上昇が可能となります。
　　○　以上４つの操作をいずれも途中で中止するには、ＣＬスイッチを押して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　《　特殊プログラムについて　》
　　○　特殊プログラムとは、ロウ着等の焼成に於いて、炉内の状態を監視しながらテク　　　　ニシャン自らが、適当なタイミングで焼成を完了させるプログラムです。
　　　◆　特殊プログラムの設定　◆
　　１．プログラム番号、９０番から９９番が割り当てられます。
　　２．プログラムの入力方法は、通常のプログラム（１～８９）までと同様です。
　　３．特殊プログラムにおける、前乾燥の動作が少し異なります。
　　　　前乾燥時間（ＤＲＹ２　）と係留命令（Ｈ）とを同時に組み込んだ場合のみ特
　　　　殊前乾燥となります。
　　　　特殊プログラムの前乾燥では、埋没材が十分乾燥出来る、あらかじめプログラム　　　　　された位置まで下げ、その位置で係留します。
　　　　従ってここでの前乾燥時間は、スタート時に、マッフルを何ステップ降ろすかの　　　　　ステップ数が前乾燥時間の数値となります。
	
	 　例えば前乾燥１０と入力すれば
	

	
	 　最上点から１０ステップ、マッフルが下降し、その位置で停止します。
	


　　　　　◆　特殊プログラムの実行　◆
　　１．テンキーより９０番から９９番までのいずれかを選択し、ＥＮＴキーを押します。　　２．前乾燥時間に設定されている数値の数だけ、最上点よりマッフルが下降します。　　　３．第１ステップに（Ｈ）命令（係留命令）を設定していますので、温度が一致すれ　　　　　ば係留タイマーが作動します。
　　４．係留終了後、マッフルが下降し、第２ステップへと移行します。
　　５．最終ステップの設定温度と炉内温度が一致すれば、ブザーの連続音で後ローの終　　　　　了を知らせます
　　６．窓からローが完全に流れているかを監視し、ＯＫであればマニュアルにて
　　　　マッフルを上昇させます。
　　　　尚、ブザーの停止は↑キーで行います。
　　　　　　　　　　　　　《　コマンドの説明　》
　　　◆　メモリーについて　◆
　　　○　メモリーの基本単位は、１個のスケジュール（即ち焼成開始から完了までの
　　　　　流れを記憶するのに６ステップ必要）です。これをプログラム１個と呼びます。　　　　　これは、コンピューター用語での記憶単位では、８０バイトのメモリーに相当　　　　　　し、本機では８０バイトのブロックを、１プログラムとしています。
　　　　　プログラムメモリーは、その使用方法から、３つのエリアで構成されています。
　　　１．メインメモリー
　　　　　０から９９番の１００個の読み書き可能なメモリーです。
　　　　　通常は、このメモリー上のデーターで、スケジュールを実行します。但し０番　　　　　　はアイドリングの為の焼成スタート温度やマニュアル焼成として使用され、又　　　　　　９０から９９番までのメモリーは、後ロー専用プログラム用メモリーとして使　　　　　　用します。
　　　２．サブメモリー（オグジャリー　メモリー）
　　　　　メモリーナンバー１０１から１９９まで、１００個の補助メモリーが有ります。
　　　　　このメモリーは、メインメモリーと同様ダイレクトに読み書き、更に実行

出来ます、
　　　　　通信による、コンピューターからの読み書きが可能です。（オプション）又、　　　　　　サブメモリーをメインメモリーに移し、メインメモリー上で読み書きすること　　　　　　　もできます。
　　　　　このメモリーは主に、メインメモリーの一時退避用、あるいはカセットレコー　　　　　　ダーに部分記憶させたい時、等に使用します。
　　　　　サブメモリーの操作は、メインメモリーの操作と同様の操作をします。
　　　　　サブメモリーのプログラム番号は、１０１番から１９９番までが割り当てられ
　　　　　ます。
　　　３．ロムメモリー（ＲＯＭメモリー）
　　　　　メーカーオプションとして、９９個の固定メモリーが有ります。
　　　　　このメモリーは、Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ　の略で、メモリーの呼　　　　　　び出しは可能ですが、お客様サイドでの変更あるいは修正が出来ません。
　　　　　ロムメモリーの使用法は、ロムメモリーの内容をメインメモリー上に呼び出し、　　　　　メインメモリー上で変更及び修正して実行します。ロムメモリーの内容を変更す　　　　　る必要がないとき、そのアドレスを入力すれば、ダイレクトに実行が可能です。
　　　　　ロムメモリーは過去のデーターを辞書ＲＯＭ型式でメーカーサイドで記憶させ　　　　　　ておき、お客様固有のプログラムを書いておくことにより、メモリーの事故等、　　　　　不測の事態のとき、ユーザーが呼び出して使用する、メーカーオプション固　　　　　　　定メモリーです。
　　　　　ロムメモリーのプログラム番号は、１００１番から１０９９番までが割り当て　　　　　　られています。
　　　※　メインメモリー上の９０番から９９番のメモリーは、後ロー専用プログラムの　　　　　　メモリー領域です。従ってサブメモリーの通常プログラムを、メインメモリー　　　　　　の９０番から９９番のいずれかに転送した場合、このプログラムは後ロープロ　　　　　　グラムとして動作しますので注意が必要です。
　　　　　　　　ロムメモリー　　　　サブメモリー　　　メインメモリー
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　　　◆　コマンドモードの呼び出し方法　◆
　　１．ＷＲ－ＣＨスイッチをＣＨ側に倒し、ＣＬキーを押します。この時、スイッチ上　　　　のランプが緑色に点灯するのを確認して下さい。
　　２．コマンド選択メッセージが表示されます。
	
	          * ﾁｪｯｸ ｺｳﾓｸｦ INPUT *
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　　３．このモードの終了は、ＷＲ－ＣＨスイッチを中立の位置に戻し、ＣＬスイッチを　　　　　押して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　[image: image5.png]- =
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　　　◆　コマンド一覧表　◆
	
	  　　コ　マ　ン　ド
	 選択番号
	 　　　機　　　　　　　　　　能
	

	
	  　　ＰＲ
	   ０１
	 任意の範囲のプログラムの内容をデイスプ
	

	
	
	
	 レイに表示します。
	

	
	  　ＬＰＲ（オプション）│
	０２  
	 任意の範囲のプログラムの内容をプリンタ
	

	
	
	
	 ーに印字します。
	

	
	  　　ＭＯＶ
	   ０３
	 任意の範囲のプログラムの内容を任意の番
	

	
	
	
	 号からコピーします。
	

	
	  　　ＥＸ
	   ０４
	 任意の２つのプログラムの入れ換えを行い
	

	
	
	
	 ます。
	

	
	  　　ＣＬ
	   ０５
	 任意の範囲のプログラムの内容を総て消去
	

	
	
	
	 します。
	

	
	  　　ＲＭ
	   ０６
	 ＲＯＭメモリー専用コマンドで、標準仕様
	

	
	
	
	 ではＭＯＶと同様です。
	

	
	  　　ＴＣＬ
	   ０７
	 任意の範囲のプログラムタイトルのみを消
	

	
	
	
	 去します。
	

	
	  　ＩＰＲ（オプション）│
	０８
	 意の範囲のプログラムタイトルのみをプ
	

	
	
	
	 リンターに印字します。
	

	
	  　　ＡＤＪ
	   ０９
	 任意の範囲のプログラムの設定温度を
	

	
	
	
	 ±９９℃の範囲で加減算します。
	

	
	  　　ＲＥＳ
	   １０
	 １０個までのプログラムが、指定した順序
	

	
	
	
	 で連続して予約実行されます。
	

	
	  　　ＲＥＳＣＬ
	   １１
	 ＲＥＳ命令の予約状況の確認又は、ＲＥＳ
	

	
	
	
	 命令を解除します。
	

	
	  　　ＣＳＡＶＥ
	   １２
	 プログラムの内容をカセットテープへ格納
	


	
	  　　ＣＬＯＡＤ
	　１３
	カセットテープの内容を本体のメモリーへ
	

	
	
	
	格納します。
	

	
	  　　ＶＥＲＩＦＹ
	　１４
	本体のメモリーの内容とカセットテープの
	

	
	
	
	内容とを比較します。
	

	
	      ＳＥＮＤ
	　１５
	パソコンへプログラムメモリー　０から９
	

	
	
	
	を送信します。
	

	
	  　　ＲＥＣＥＩＶＥ
	　１６
	パソコンのデーターをファーネスに転送し
	

	
	
	
	す。
	


　　　◆　各コマンドの使用方法　◆
　　　０１：ＰＲ　（ＬＣＤ　ＰＲＩＮＴ）
　　１．－説明－
　　　　ディスプレイに任意の範囲のプログラムの内容を表示します。
　　　　メインメモリーは１番から９９番の範囲を入力します。
　　　　サブメモリーは１０１番から１９９番の範囲を入力します。
　　　　ロムメモリーは１００１番から１０９９番の範囲を入力します。
　　　　この３者のメモリーを飛び越えての範囲指定は出来ません。
　　２．－使用法－
	
	*PR:PROGRAM DISPLAY*** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY *
	

	
	  START PGNO. INPUT :0010
	

	
	  END   PGNO  INPUT :0020
	


　　　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．で表示開始プログラム番号を入力します。
　　　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．で表示終了プログラム番号を入力します。
　　　訂正が有ればＣＥキーを押します。訂正がなければＥＮＴキーを押します。
　　　表示開始プログラムの第１ステップが表示されます。以降↑キーで表示を順番に進　　　　めます。又↓キーは表示を後退させます。　終了はＣＬスイッチを押します。
　　３．－条件－
　　　表示開始番号は表示終了番号より小さいか、あるいは同じ番号でなければなりませ　　　　ん。
	
	 　メインメモリーの１０番から２０番を表示させるのなら
	

	
	 　コマンドメニュー状態で　　１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯで　　１＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯで　　２＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　確認してＯＫであれば、ＥＮＴ　キーを押します。
	

	
	 　↑，↓キーで表示を進めて下さい。
	

	
	 　ＰＲの解除は、ＣＬスイッチを押して下さい。
	


	
	  　サブメモリーの１０１番から１３０番を表示させるのなら
	

	
	  　コマンドメニュー状態で　　１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	  　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯで　　１＋０＋１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	  　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯで　　１＋３＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	  　確認してＯＫであれば、ＥＮＴ　キーを押します。
	

	
	  　↑，↓キーで表示を進めて下さい。
	

	
	  　ＰＲの解除は、ＣＬスイッチを押して下さい。
	


	
	  　ロムメモリーの１０１０番から１０５０番を表示させるのなら
	

	
	  　コマンドメニュー状態で　　１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	  　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯで　　１＋０＋１＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	  　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯで　　１＋０＋５＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	  　確認してＯＫであれば、ＥＮＴ　キーを押します。
	

	
	  　↑，↓キーで表示を進めて下さい。
	

	
	  　ＰＲの解除は、ＣＬスイッチを押して下さい。
	

	
	
	


　　　０２：ＬＰＲ（ラインプリント）　　オプション
　　１．－説明－
　　　　各メモリー指定範囲の内容を、プリンターに印字します。
　　　　プリント範囲の指定は、ＰＲと同様です。
　　　　尚、プリンターが接続されていなければ、このコマンドは無視されます。
　　　０３：ＭＯＶ　（ムーブメモリー）
　　１．－説明－
　　　　プログラムをコピーするためのコマンドです。
　　　　コピー開始プログラム番号から、コピー終了プログラム番号の範囲を、コピー先　　　　　プログラム番号を先頭にして順にコピーします。
　　　　コピー先に指定されたプログラムは、総て新しいプログラムに変更されますので　　　　　注意が必要です。　尚、元のプログラムには変化がありません。
　　　　コピー先に指定されたメモリー内からはみでた部分は入力されません。
　　２．－使用法－
	
	*MOV:MOVE PROGRAM  *** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	   SOURCE START PGNO. :0001
	

	
	   SOURCE END   PGNO. :0020
	

	
	   DESTINATION  PGNO. :0051
	


　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．でコピー開始プログラム番号を入力しま
　　　　す。
　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．でコピー終了プログラム番号を入力しま　　　　 す。
　　　　ＤＥＳＴＩＮＡＴＩＯＮ　　ＰＧＮＯ．でコピー先の先頭番号を入力します。
　　　　訂正があるならＣＥキーを押します。
　　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
　　　　このコマンドの取りやめは、ＣＥキーを押してからＣＬスイッチを押します。
　　３．－条件－
　　　　コピー開始番号は、コピー終了番号より小さいか、又は同じでなくてはなりませ　　　　ん。
	
	  例えばメインメモリーの１から２０番の内容をメインメモリーの５１番から
	

	
	  ７０番までにコピーさせたいのであれば、
	

	
	  コマンドメニュー状態で、　３＋ＥＮＴ　と入力します。
	


　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．で　１＋ＥＮＴ　と入力します。
　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．で　２＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
　　　　ＤＥＳＴＩＮＡＴＩＯＮ　　ＰＧＮＯ．で　５＋１＋ＥＮＴ　と入力します。
　　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
　　　　　　　　　　　　　　メインメモリー　
	
	
	1~20

	　　　↓
	
	

	　　　↓
	
	

	　　　↓
	
	 51~70

	       →
	
	

	
	
	   99

	
	
	


　　　　サブメモリーの総てを、メインメモリーにコピーするのであれば、
　　　　コマンドメニュー状態で、　３＋ＥＮＴ　と入力します。
　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．で　１＋０＋１＋ＥＮＴ
　　　　と入力します。
　　　　ＳＯＵＲＣＥ　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．で　１＋４＋５＋ＥＮＴ
　　　　と入力します。
　　　　ＤＥＳＴＩＮＡＴＩＯＮ　　ＰＧＮＯ．で　１＋ＥＮＴ　と入力します。
　　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
　　　　　　サブメモリー　　　　　　　　　　　　メインメモリー　
	
	 　　　　　　　　　　　　　１０１
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　１
	

	
	
	
	
	

	
	 　　　　　　　　　　　　　１４５
	
	　　　　　　　　　　　　　　　４５
	

	
	 　　　　　　　　　　　　　１９９
	
	　　　　　　　　　　　　　　　９９
	


　　　０４：ＥＸ　（エクスチェンジ）
　　１．－説明－
　　　　指定された２つのプログラム番号の内容を入れ換えします。
　　　　サブメモリーとメインメモリー相互間では交換することが出来ますが、ロムメモ　　　　リーとの交換は、単にロムからのコピーと、なりますので、メイン及びサブメモ　　　　リーの内容が破壊されます。
　　　　勿論、ロムメモリー間での交換は、不可能です。
　　２．－使用法－
	
	 *EX: PROG EXCHANGE :** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	      EXCNG FIRST  PGNO. :0001
	

	
	      EXCNG SECOND PGNO. :0120
	


　　　　ＥＸＣＨＡＮＧＥ　ＦＩＲＳＴ　　ＰＧＮＯ．で入れ換えようとする小さい方の　　　　番号を入力します。
　　　　ＥＸＣＨＡＭＧＥ　ＳＥＣＯＮＤ　ＰＧＮＯ．で大きい方の番号を入力します。　　　　訂正があればＣＥキー　を押します。
　　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
　　　　このコマンドの取りやめは、ＣＥキーを押してからＣＬスイッチを押します。
　　３．－条件－
　　　　ＦＩＲＳＴ　ＰＧＮＯ．は必ずＳＥＣＯＮＤ　ＰＧＮＯ．より小さくなくてはな　　　　　りません。
	
	 　　例えばサブメモリーの１２０番と、メインメモリーの１番との入れ換えは
	

	
	 　　コマンドメニュー状態で　　　　４＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　　ＦＩＲＳＴ　　ＰＧＮＯ．で　　１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　　ＳＥＣＯＮＤ　ＰＧＮＯ．で　　１＋２＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
	


　　　　　　　サブメモリー　　　　　　　　　メインメモリー　　　　　
	１０
	   　　　　　　→→→→→
	
	

	
	            ↑
	              ↓
	

	
	
	　　←　←　←
	

	１２
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　　　　０５：ＣＬ　　（クリアー）
　　１．－説明－
　　　　任意の範囲のプログラムの内容の総てを消去します。
　　　　勿論、ロムメモリーは消去されません。
　　２．－使用法－
	
	*CL:PROGRAM CLEAR  *** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	        START PGNO. INPUT :0001
	

	
	         END  PGNO. INPUT :0099
	


　　　　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．　で消去開始プログラム番号を入力します。
　　　　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．　で消去終了プログラム番号を入力します。
　　　　訂正があればＣＥキーを押します。
　　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
　　　　このコマンドの取りやめは、ＣＥキーを押してからＣＬスイッチを押します。

　　３．－条件－
　　　　消去開始番号は必ず、消去終了番号より小さいか、もしくは同じ番号でなければ　　　　　なりません。
	
	 　例えばメインメモリー総てを消去するには、
	

	
	 　コマンドメニュー状態で　　　　５＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＳＴＡＲＴ　　ＰＧＮＯ．で　　１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＥＮＤ　　　　ＰＧＮＯ．で　　９＋９＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　確認をしてＥＮＴキーを押します。
	

	
	
	


　　

　０６：ＲＭ　（ロムメモリー）
　　１．－説明－
　　　　ロムメモリー専用コマンドですが、標準仕様ではＭＯＶコマンドと同様に使用し　　　　　て下さい。
　０７：ＴＣＬ　（タイトルクリアー）
　　１．－説明－
　　　　任意の範囲のプログラムタイトルだけを消去します。
　　２．－使用法－
	
	  *TCL:TITLE CLEAR   *** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	        START PGNO. INPUT :0101
	

	
	         END  PGNO. INPUT :0105
	


　　　　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．　で消去開始プログラム番号を入力します。
　　　　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．　で消去終了プログラム番号を入力します。
　　　　訂正があればＣＥキーを押します。
　　　　確認をしてＯＫであればＥＮＴキーを押します。
　　　　このコマンドの取りやめは、ＣＥキーを押してからＣＬスイッチを押します。
　　３．－条件－
　　　　消去開始番号は必ず、消去終了番号より小さいか、もしくは同じ番号でなければ　　　　　なりません。
	 　　　例えばサブメモリーの１０１から１０５番までのタイトルだけを消去するには
	

	 　　　コマンドメニュー状態で　　　　７＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	 　　　ＳＴＡＲＴ　　ＰＧＮＯ．で　　１＋０＋１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	 　　　ＥＮＤ　　　　ＰＧＮＯ．で　　１＋０＋５＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	 　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
	


　　　０８：ＩＰＲ　（インデックスプリント）
　　１．－説明－
　　　　各メモリー指定範囲のプログラムタイトルだけを、プリンターに印字します。
　　　　プリント範囲の指定は、ＰＲと同様です。
　　　　尚、プリンターが接続されていなければ、このコマンドは無視されます。
　　　０９：ＡＤＪ　（アジャスト）
　　１．－説明－
　　　　任意の範囲のプログラム設定温度を±９９℃の範囲でその指示に従い、加算ある　　　　　いは減算を行い設定温度の補正を行います。
　　　　補正温度の入力時、ＳＴＸキーで＋－が反転しますので、マイナス補正の場合、　　　　　数値入力後ＳＴＸキーを押してマイナス表示させて下さい。
　　２．－使用法－
	
	     *ADJ:DATA ADJUST   *** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	           START PGNO. INPUT :0008
	

	
	            END  PGNO. INPUT :0105
	

	
	          ADJ*PARAMETER INPUT:0005-
	


　　　　ＳＴＡＲＴ　ＰＧＮＯ．　　　で補正開始プログラム番号を入力します。
　　　　ＥＮＤ　　　ＰＧＮＯ．　　　で補正終了プログラム番号を入力します。
　　　　ＡＤＪ＊ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ　で補正値を入力します。
　　　　訂正があればＣＥキーを押します。
　　　　確認をしてＯＫであればＥＮＴキーを押します。
　　　　このコマンドの取りやめは、ＣＥキーを押してからＣＬスイッチを押します。
　　３．－条件－
　　　　補正開始番号は必ず、補正終了番号より小さいか、もしくは同じ番号でなければ　　　　　なりません。
　　　　補正値の範囲は±９９℃の範囲です。
	
	 　　例えば１から１０番までの設定温度を、５℃下げるには、
	

	
	 　コマンドメニュー状態で　　　　９＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＳＴＡＲＴ　　ＰＧＮＯ．で　　１＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＥＮＤ　　　　ＰＧＮＯ．で　　１＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　ＡＤＪ＊ＰＡＲＡＭＥＴＥＲで　５＋ＳＴＸ＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	 　確認をしてＥＮＴキーを押します。
	


    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
　　　　１０：ＲＥＳ　（リザーブ）
　　１．－説明－
　　　　最大１０個のプログラムが、予約され，た順番で、連続して実行出来ます。
　　　　１回の入力で３個までのプログラムが予約出来ます。
　　　　予約内容の状況は、次のＲＥＳＣＬコマンドを使用し、デイスプレイ上で、チェ　　　　　ックすることが出来ます。
　　　　一連のプログラムが終了し、マニュアル１のスタート温度に戻ったとき、ブザー　　　　　がなり続け、プログラムの開始を促します。準備が出来次第、ＥＮＴキーを押す　　　　　と、第１番目の予約プログラムが実行されます。
　　　　予約されたプログラムが終了しますと、再びマニュアル１に戻り、続いて予約が　　　　　あれば、これを繰り返し実行します。
　　　　予約されているプログラムが不要となったとき、次のＲＥＳＣＬの命令で消去す　　　　　るか、その予約プログラムの開始を促すブザーがなっている状態で、ＣＬスイッ　　　　　チを押しますと、その次に予約されているプログラムからスタート出来ます。
　　　　実行済みのプログラムは、リザーブメモリーの中から、順次消去されて行きます　　　　　ので、新たに予約を追加することが出来ます。
        予約は３個まとめて行いますが、１個あるいは２個の場合、不要な番号入力の項　　　　　目には０を入力して下さい。
　　２．－使用法－
	
	*RES:RESERVE PROGRAM** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	       RESERVE PROGNO INPUT0008
	

	
	       RESERVE PROGNO INPUT0005
	

	
	       RESERVE PROGNO INPUT0000
	


　　　　ＲＥＳＥＲＶＥ　ＰＲＯＧＮＯ．で予約するプログラム番号を入力します。
　　　　訂正があればＣＥキーを押します。
　　　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
　　　　このコマンドの取りやめは、ＣＥキーを押してからＣＬスイッチを押します。
	  　　　例えばプログラム８番，５番の順にプログラムの予約をするには、
	

	
	

	  　　コマンドメニュー状態で　　　　１＋０＋ＥＮＴ　と入力します。
	

	
	

	  　　１つ目のＲＥＳＥＲＶＥ　ＰＲＯＧＮＯで　８＋ＥＮＴ　と押します。
	

	
	

	  　　２つ目のＲＥＳＥＲＶＥ　ＰＲＯＧＮＯで　５＋ＥＮＴ　と押します。
	

	
	

	  　　３つ目のＲＥＳＥＲＶＥ　ＰＲＯＧＮＯで　０又はＣＥ＋ＥＮＴ　と押します
	

	
	

	  　　確認をしてＥＮＴキーを押します。
	

	
	


　　　１１：ＲＥＳＣＬ　（リザーブクリアー）
　　１．－説明－
　　　　予約状況の表示と、予約の消去を兼ねたコマンドです。
　　　　予約状況を表示した後、指令待ち状態になりここで消去が可能となります。
                      　　２．－使用法－
	
	 　*RESERVE MEMORY DISP RESERVE COUNTER=02
	

	
	 　     08,05
	

	
	
	

	
	 　RESERVE MEMORY CLEAR?? YES=1,ENT NO=ENT
	


　　　　１）予約状況の確認のみの場合
　　　　　　ＥＮＴキーのみを押します。
　　　　２）予約を総て消去する場合
　　　　　　１キーを押します。
	
	*RESCL:RESERVE CLEAR** OKﾃﾞｱﾚﾊﾞENTKEY **
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　　　ＯＫであればＥＮＴキーを押します。
　　　　１２：ＣＳＡＶＥ　（カセットセーブ）
　　１．－説明－
　　　　プログラムの内容をカセットテープへ格納するためのコマンドで、セーブ（書き　　　　　込み）する範囲を次のように選択することが出来ます。
　　　　１）メインメモリーのみ（０～９９）
　　　　２）メインメモリーとサブメモリー（０～９９）＋（１０１～１９９）
　　　　３）サブメモリーのみ（１０１～１９９）
　　２．－使用法－
	
	          *MAINMEMORYﾉﾐ=0ENTER
	

	
	          *MAINMEM+AUX=1ENTER
	

	
	          *AUXMEMOPYﾉﾐ=2ENTER
	


 　
　　　　セーブする範囲を指定し、ＥＮＴ　キーを押します。
　　　　カセットレコーダーを録音状態にし、ＥＮＴキーを押します。
　　　　セーブする範囲を指定する以前までは、ＣＬキーでこのコマンドの取りやめはで　　　　　きますが、範囲を指定してＥＮＴキーを押しますと、リセットを掛けるか又は電　　　　　源を一旦切らない限り、実行が終わるまでコマンドメニーには戻りません。
　　　１３：ＣＬＯＡＤ　（カセットロード）
　　１．－説明－
　　　　ＣＳＡＶＥでそれぞれの範囲のメモリーをセーブしますが、このテープの内容を　　　　　再び本体に格納するのがＣＬＯＡＤです。
　　　　本体への格納は、ＣＳＡＶＥで指示されたメモリー上に転送されます。
　　２．－使用法－
	
	     * ｶｾｯﾄｦ ｻｲｾｲ ﾆ ｾｯﾄ *
	

	
	
	


　　　　コマンドメニュー状態で　１＋３＋ＥＮＴと入力し、カセットレコーダーを再生　　　　　状態にします。
　　　　テープの読み取りが完了すればブザーが鳴り、コマンドメニューへ戻ります。
　　　　このコマンドの取りやめは、リセットを掛けるか又は電源を一旦切って下さい。
　　　１４：ＶＥＲＩＦＹ　（ベリファイ）
　　１．－説明－
　　　　本体メモリーの内容とカセットテープの内容との比較を行い、一致しなければエ　　　　　ラーを出します。
　　　　テープの転送ミス等を発見するのに使用します。
　　２．－使用法－
	
	             * VERIFY CHECK      * ｶｾｯﾄｦ ｻｲｾｲ ﾆ ｾｯﾄ *
	

	
	
	


　

　　　コマンドメニュー状態で　１＋４＋ＥＮＴと入力し、カセットレコーダーを再生　　　　　状態にします。
　　　　エラーが無ければコマンドメニューに、エラーが掛かればブザーが鳴ります。
　　　　このコマンドの取りやめは、リセットを掛けるか又は電源を一旦切って下さい。
　　　　　　　　　　　《　エラー及びその対応策について　》                     
	
	 エラー番号　　　内　　　　　　　　容
	  　　　　対　　　　　　　　　策
	

	
	 １
	 設定温度に１２００℃以上が設定さ
	 プログラム書き込みで正しい設定温度
	

	
	
	│れています
	 に修正して下さい。
	

	
	 ２
	 本体に異常が発生し、炉内温度が、
	電源を切ってサービス係までご連絡
	

	
	
	│１２００℃以上になっています。
	 下さい。
	

	
	 ３
	 温度上昇率に数値以外のものが設定
	 プログラム書き込みで正しい上昇率
	

	
	
	│されています。
	 に修正して下さい。
	

	
	 ４
	 命令に禁止されている組み合わせが
	 プログラム書き込みで正しい組み合わ
	

	
	
	│プログラムされています。
	 せに修正して下さい。
	

	
	 ５
	 係留タイマー値に数値以外のものが
	 プログラム書き込みで正しいタイマー
	

	
	
	│設定されています。
	 値に修正して下さい。
	

	
	 ６
	 真空値に７６Ｃｍ／ＨＧ以上の数値
	 プログラム書き込みで正しい真空値に
	

	
	
	│が設定されています。
	 修正して下さい。
	

	
	 ７
	 真空命令があるにも拘らず、真空値
	 ポンプの電源を確認して下さい。
	

	
	
	　が上昇しない。
	 　ビニールパイプの配管を確認して
	

	
	
	エラー７が発生しますとブザーが
	 　下さい。
	

	
	
	なり続け、マッフルが上昇します。
	 マッフルリングにマッフルが正しく
	

	
	
	
	　挿入されているか確認して下さい。
	

	
	
	
	マッフルベースのパッキンを確認して
	

	
	
	
	 下さい。
	

	
	
	
	 マッフルの窓を確認して下さい。
	

	
	
	
	 ポンプに異常があれば、サービス係
	

	
	
	
	 までご連絡下さい。
	

	
	
	
	
	


　　○　エラー発生時は、まず最初にどのような状況であるか確認した後、ＣＬキーによ　　　　り解除を行って下さい。　
　　　　　　　　　　　　《　取り扱い注意　》
　　１．　電源は出来るだけ容量の大きいコンセントから取って下さい。
　　　　　コンセントは単独の配線が望ましく、容量の大きい他の機械との併用は、止め　　　　　て下さい。（本機の電力は　１００Ｖ　１２Ａ　です）
　　２．　電源スイッチのＯＮ－ＯＦＦは、頻繁に行わないで下さい。
　　　　　やむを得ず電源をＯＦＦした後、すぐＯＮしなければならない時は、ＯＦＦし　　　　　た後約１５秒以上経過した後、ＯＮして下さい。
　　３．　本機使用中はマッフルの外枠が非常に温度が高くなっていますので、やけどを　　　　　しないよう、十分注意して下さい。
　　４．　焼成中は、焼成台を忘れずにマッフルベースの中心に正しくセットして下さい。
　　５．　６５０℃以上の設定温度で、長時間マッフルを上げて焼成するのは避けて下さ　　　　　い。
　　６．　本体、昇降機、マッフル共に強い衝撃を与えないで下さい。
　　７．　分解や改造をしないで下さい。
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